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天候に恵まれた長岡花火2日間が終わった4日に、この原稿

を描いています。 

1日には神輿をかつぐこともでき、楽しい長岡祭りを過ごす

ことができました。 

ありがたいことです。 

  

その中で、カミさんと長女でこんな会話がありました。 

『ママのすっごく好きな人は何人？』 

『ん？……4人、かな』 

『だ～れ～？』 

『長女でしょ。次女でしょ。長男におとーさん！』 

『……ママはママのこと好きじゃないの？』 

『！…すきだよ～。じゃあ5人だね！』 

  

長女、特に情緒が特別に豊かってわけでは無いと思います。 

でも、小学一年生の彼女にとって、自分自身のことが好き

なのは当たり前の事なんだなと思いました。 

皆様は、自分自身のことが好きですか？ 

 

先月号に引き続き今月開催の完成見学会のご案内です！今号では施
工中の写真をご紹介致します！ 

十五夜とは本来は満月のことですから、年に12回または13回めぐってき

ます。中でも旧暦の8月は1年の中で最も空が澄みわたり月が明るく美し

いとされていたため、平安時代から観月の宴が開催され、江戸時代から

収穫祭として広く親しまれるようになり、十五夜といえば旧暦の8月15

日を指すようになりました。 

 

旧暦を新暦に置き換え、9月15日が十五夜だと思っている方も多いで

しょう。しかし、月の満ち欠けを基準にしていた旧暦と、太陽の動きを

基準にしている現在の暦にズレが生じるため、毎年9月中旬～10月上旬

の間に旧暦の8月15日がやってきます。これだけ幅があると何かと大変

なため、十五夜関連の行事を毎年9月15日に固定化している場合もあり

ますが、正確には違います。 

まだまだ残暑は続くようですが、同時に秋の音色も近づいて参り
ます。秋に、9月に思い浮かぶのはやっぱり十五夜！という人も多
いのではないでしょうか！？ 

今号は十五夜をより楽しむために十五夜の基礎知識の特集です！ 

月と地球の公転軌道の関係で新月から満月までの日数が14日間（新月か

ら14日後の十五夜は満月になります）から16日間（新月から16日後が満

月なので2日ずれます）と日数に差があるため、十五夜が満月にあた

る年のほうが稀なのです。 

と、言うものの今年来年は満月に当たります！ぜひご家族で秋の風

物詩を楽しんでみてはいかがでしょうか！？ 

2.5ｍ耐雪仕様の
ため、太い鉄筋が
所狭しと配筋され
ています！ 

バリアフリーとオー
ダーメイドにこだわっ
た住まい。間もなく完
成です！ 


